
)
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(8)

④
　

　

　

　

ｊ

(5)

簡

中　‰‰Ⅷ磯磯磯Ⅷ鶉　　‰Ⅷ磯‰‰Ⅷ‰‰Ⅷ♭ｏ

２００５
　
磯
‰
悦
‰
‰
磯
Ⅷ
Ⅷ
にⅧ
⑦
　
磯
‰
‰
‰
‰
‰
磯
Ⅷ
‰
♭
Ｑ

2  1３
　
発
掘
機
関
　
　
働
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
杉
本
厚
典

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
旧
石
器
時
代
～
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
長
原
遺
跡
東
北
部
に
位
置
す
る
。

大
阪
。長
原
遺
跡

所
在
地
　
　
　
大
阪
市
平
野
区
長
吉
出
戸
八
丁
目

調
査
期
間
　
　
Ｎ
Ｇ
〇
四
十
三
次
調
査
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
九
月
～

二
〇
〇
五
年
三
月

縄
文
時
代
中
期
頃
の
河
成
堆
積

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
、
南
東

か
ら
北
西
へ
延
び
る
出
戸
自
然

堤
防
の
北
東
縁
に
あ
り
、
北
な

い
し
北
東
に
向
か
っ
て
下
が
る

斜
面
部
に
立
地
す
る
。

調
査
地
は
弥
生
時
代
に
は
居

住
域
で
あ
っ
た
が
、
古
墳
時
代

後
期
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
、

出
戸
自
然
堤
防
の
縁
辺
に
沿
っ

(大阪東南部)



て
流
れ
る
河
川
の
通
り
道
と
な
る
。

木
簡
は
第
六
ｂ
層
を
除
去
し
た
排
土
の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
第
六
ｂ
層
は

Ｓ
Ｄ
六
〇

一
、
Ｓ
Ｄ
六
〇
二
を
埋
積
し
た
水
成
層
で
あ
り
、
腐
植
物
が
比
較
的

多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
地
層
は
飛
鳥
時
代
の
河
川
が
埋
没
し
た
上
に
形
成

さ
れ
て
お
り
、
第
六
ｂ
層
上
位
の
第
六
ａ
層

（流
路
内
堆
積
層
）
か
ら
は
奈
良

時
代
の
人
面
墨
画
土
器
が
出
土
し
た
。

第
六
ｂ
層
の
排
土
は
約
三
ポ
あ
り
、
こ
れ
ら
を
細
か
く
砕
い
て
他
の
削
層
が

存
在
す
る
か
ど
う
か
を
調
べ
た
。
土
器
の
細
片
、
腐
蝕
し
た
植
物
片
は
出
土
し

た
が
、
木
簡
は
出
上
し
な
か
っ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

十
五
束
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ解

長
さ

一
一
〇
ｍｍ
幅

一
五
剛
を
測
る
比
較
的
大
き
な
削
居
で
あ
る
。
赤
外
線
撮

影
に
よ
り

「
五
束
」
の
文
字
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の
削
暦

に
直
接
付
着
し
て
い
た
上
に
墨
痕
が
転
写
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は

「十
五
」
と

「東
」
の
上
部
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「十
五
東
」
と
書
か
れ

て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

⑪
大
阪
市
文
化
財
協
会

『長
原
遺
跡
東
部
地
区
発
掘
調
査
報
告
』
Ｘ

（一
一〇

〇
七
年
刊
行
予
定
）

（杉
本
厚
典
、
釈
文
　
古
市
　
晃
・
鳥
居
信
子
）

』

「

■

ヨ

ロ

削届の墨痕が転写 した土


